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住宅の平面構成に関する研究 
―現代住宅の内部空間と外部空間― 
 
STUDIES ON THE DIAGRRAMATIC PLANS OF HOUSES  
–INTERNAL SPACES AND EXTERNAL SPACES OF THE CONTEMPORARY HOUSES- 
 
大塚康平 
Kohei Otsuka  
主査 安藤直見     副査 渡辺真理  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
Quite a few contemporary houses designed by Architects and House Builder had realized some new housing 
type. I focused on external spaces and analyze the forms of house plans designed by both Architects and House 
Builder. I analyzed the floor plans in order to define the types of spaces used and to determine the possibilities 
and exterior spaces. 
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１． はじめに 
現代の住宅では、都市化によって敷地が狭小化し、か
つてのような豊かな外部空間を持つことが難しくなり、
内部空間の快適さを重要視するようになっていると考
えられる。 
しかし、現代住宅の中には、内部空間に繋がる様々な
構成の外部空間を提案したものも少なくない。これらの
外部空間は内部空間の延長ではなく、内部と連続させる
ことや、外部にありながら居間のような領域を持ってい
るものも見受けられる。すなわち、今日の住宅の中には、
積極的に外部を取り込んでいる住宅も存在する。 
本論文では、建築家及びハウスメーカーの住宅から住
宅の平面構成を分析し、今日の住宅では、個室にアプロ
ーチするまでにどのような特質を持つか分析する。また、
テラスやバルコニーなどの半外部空間に着目し、内部と
半外部の関係性を見出す。そして、これらをもとに建築
家の住宅とハウスメーカーの住宅の比較を行うことを
目的としている。 
 
２． 住宅の平面構成 
（１）ダイアグラム 
ダイアグラムとは、平面を構成する 5つの要素、すな
わち１）リビングやダイニングなどの共有スペース、
２）子供部屋や寝室などの個室、３）テラスやバルコニ
ーなどの半外部空間、４）水廻り、５）廊下を抽出して
色分けを行った図である。各色分けは、共有スペースが
紫、個室が黄色、半外部空間が緑、水廻りが水色、廊下
が白である。平面図のダイアグラム化を示したのが図
2-1である。 
 
 
図 2-1 平面図のダイアグラム化 
  
（２）ダイアグラムの適用 
そして、このダイアグラムを建築家の住宅の平面図に
適用していく。取り上げる建築家の住宅は、東京建築士
会が主催する住宅建築賞を受賞した作品(2000～2013)
と日本建築学会が主催する日本建築学会作品選奨を受
賞した作品(1996～2012)の中から住宅特集に掲載され
た作品の計 51 に適用した。以下の表 2-1 が分析対象と
した作品リストである。 
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表 2-1 住宅特集に掲載された 51 作品 
 
そして、図 2-2と図 2-3がダイアグラムを適用し、平
面構成をまとめたものである。ダイアグラムから出た平
面構成をまとめたのが表 2-2である。 
 
 
図 2-2 51作品のダイアグラム その 1 
 
 
図 2-3 51作品のダイアグラム その 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2-2 51 作品のタイプ 
 
建築家の住宅には個室に行くまでに様々なタイプの
アプローチ方法が存在した。【廊下型】、【主室型】、
【半外部接続型】、【複合型】、【1R 型,1S 型】、【特
殊型】6 タイプのアプローチ方法が存在した。ここで、
【半外部接続型】に着目すると、計 14作品存在している。
その 14 作品をまとめたのが図 2-4 である。個室に行く
までにテラスやバルコニーなどの半外部空間を接続さ
せることで違う用途を半外部が緩衝帯となり連続させ
ている。 
 
 
図 2-4 半外部接続型の住宅 
 
３． 半外部空間の類型化 
（１）半外部空間について 
本論文では、テラス、バルコニー、縁側、屋上、土間、
ピロティ、中庭を半外部空間と定義している。そして、
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外部空間を敷地境界線と建物の間に出来る空間として
定義している。 
 
（２）半外部空間の類型化 
第 2章で、行ったダイアグラムにより以下のように分
類することが出来た。 
1)単一接続型：一つの部屋とだけ接続している半外部
空間。敷地面積が小さい住宅によく見られる。主にテラ
ス、バルコニーが用いられる。 
 
 
図 3-1 単一接続型の住宅 
 
2)複数接続型：一つの半外部空間に二つ以上の部屋が
接続されている。単一接続型のように一つの出入り口し
か存在しないのではなく、複数の出入り口が存在してい
るため異なる要素の部屋に行くことが可能。主にテラス
やバルコニーが用いられる。 
 
 
図 3-2 複数接続型の住宅 
 
3)連続型：一つの半外部空間が部屋と部屋同士を繋げ
ている。内部空間同士の間に半外部空間を置くことで、
それらが緩衝帯となり、連続させている。主に中庭が用
いられる。 
 
 
図 3-3 連続型の住宅 
 
4)包囲型：内部空間が外部空間に囲まれている。半外
部空間が四方に存在し、内部を包み込んでいるのが特徴
である。主にテラス、土間が用いられる。 
 
 
図 3-4 包囲型の住宅 
 
5)独立型：内部空間と接続されていない半外部空間。
各階で内部空間と接続していない、もしくは人が侵入出
来ない観賞用としての機能を持つ半外部空間を持つ。主
に屋上が用いられる。 
 
 
図 3-5 独立型の住宅 
 
建築家の住宅作品には、51 作品中 46 作品半外部空間
が存在する建物が見られた。その中で、複数接続型、連
続型、包囲型は 24作品存在した。 
また、数値分析から,建築家の建物の総面積に対して
半外部空間が占める割合の平均が 19％であることが分
かった。しかし、半外部率が 20％以上占める住宅が 12
作品あり、ここでも複数接続型、連続型、包囲型が 7 作
品存在したことからこれら 3つの種類は内部との関わり
が強いと言える。 
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４． ハウスメーカーの住宅 
（１）ダイアグラムと半外部空間の分類 
大手ハウスメーカーの中でも図面を抽出すること
が出来た大和ハウス工業、積水ハウス、積水化学工業、
三井ホーム、パナホーム、ミサワホームの 6社の作品
計 12 作品を分析対象とした。ダイアグラムをまとめ
たのが図 4-1 である。 
 
 
図 4-1 大手ハウスメーカー6社のダイアグラム 
 
 図 4-1をもとに個室へのアプローチ方法と半外部空間
のタイプをまとめたのが表 4-1である。 
 
 
表 4-1 大手ハウスメーカー6社の平面構成及び半外部
空間のタイプ 
 
 ハウスメーカーの住宅の平面構成はすべてが廊下を
通る【廊下型】であることが分かった。中には、廊下を
広くとることで、家族が団欒出来るスペースをつくって
いる住宅も見られた。 
半外部空間のタイプでは単一接続型が多く見られ、ハ
ウスメーカーの住宅も建築家の住宅同様数値分析を行
った結果、半外部率が 9％と 10％も小さかった。このこ
とから、ハウスメーカーの住宅は内部と外部の関係性が
薄く、連続性が見られなかった。 
 
５． 結論―現代住宅の内部空間と外部空間― 
これまでの分析の結果、建築家の住宅は内部との連続
性が見られ、ハウスメーカーの住宅ではそれが見られな
かった。それは、半外部空間の種類から見ても考えられ
る。ハウスメーカーの住宅はテラスやバルコニーが大多
数であるが、建築家の住宅にはこれら以外にも中庭やピ
ロティなど様々な半外部空間が存在した。このことから、
建築家の半外部は内部より内に、ハウスメーカーの半外
部は内部より外にあると考えられる。 
以上のことから建築家の住宅は中心に半外部空間を
置き、動くことで楽しむことが出来る【動的な半外部空
間】であり、ハウスメーカーの住宅の半外部空間は止ま
って楽しむことが出来る【静的な半外部】と分類するこ
とが出来ると言えるだろう。しかし、どちらも共通して
言えることは、都市が過密化していく現代の中でも住宅
に半外部空間を取り入れることで自然を身近な存在と
して感じさせるようにしたと私は考える。環境に対する
意識が敏感になったことで住宅のあり方が捉われてい
る現代だが、私は今後も建築家の住宅とハウスメーカー
によってつくられる住宅に期待していきたい。 
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